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講師・ＣＦＰ．　　高橋　昭夫　先生

日本ファイナンシャルプランナー協会正会員

＜不動産の取得、保有に係る税（１）＞ 　 ＵＲＬ． http://www.machi-net.org/ に同時掲載しています。
発行責任者   NPO法人・まちづくりネットワーク

＜不動産取得税＞ 〒306-0041　古河市鴻巣７５８番地     Tel・Fax 0280 47 0033

不動産取得税は有償、無償（贈与）、登記の有無にかかわらず課税されますが、
相続などの形式的な移転の場合は課税されません。  

１）納税義務者（税金を納める人）
　　・不動産を取得した者が税金を納めなければなりません。 ・ ・ ｢ＩＴ革命｣から｢環境革命｣の年へ　　

新春講演会お知らせ 市民紙上セミナー

２）納付方法
　　・納税通知書により定められた期限までに納めなければなりません。

３）税額
　・土地の不動産取得税＝不動産の価額×３％－控除額
　・本来の標準税率４％ですが平成18年4月1日～平成21年3月31日までの
　　土地および住宅の所得は３％。

　・平成18年4月1日～平成20年3月31日までの住宅以外の家屋の取得は
　　3.5%になります。

４）課税標準
　・原則として固定資産課税台帳に登録された価額（固定資産税評価額）。
　・平成21年12月31日までに取得した宅地は課税標準価額の1/２課税の特例があります。
　・一定の要件を満たした住宅とその敷地に対して、課税標準や税額に関する
　　　特例も設けています。

＜登録免許税＞

１）納税義務者（税金を納める人）
　・登記等を受ける者は登録免許税を納めなければなりません。

２）納税方法
　・納税は原則現金で納付をし、その領収書を登記等の申請書に添付します。
　・税額が3万円以下の場合は印紙納付をすることが出来ます。  

３）税額
　・登録免許税＝不動産の価額×税率
　・不動産の価額＝原則固定資産課税台帳に登録されている価額

＜消費税＞ 　　
　・５％（消費税４％、地方消費税１％）
　住宅を購入した場合は消費税の対象ですが、土地の売買等には課税されません。

（４） （１）

 １１５号

   社会教育の推進   まちづくりの推進   環境保全の推進

１１５号
ご 案 内

　小池　貞三郎

　　暮らしとタックスプラン(税)　ー　その３９

　 当法人は、三桜工業株式会社の支援により設立されましたＮＰＯ認証法人です。

１面 ２面 ３面

４面

｢ＩＴ革命｣ から ｢環境革命｣　の年へ

　                  人類の歴史を最初に一変させたのは「農業革命」

                   現生人類の学名は｢ホモ・サピエンス｣、語源はラテン語、
                   知恵をもったヒトを表現。
                   道具を使って狩で生活をし、人の集団をつくるまでに進化
したのは今から１０～２０万年前のことと推定されています。
農耕の技術を身に付け、狩猟中心から農耕中心の生活に移り、生活の安定、人口
の増加への対応も可能にしました。
人類の歴史を最初に一変させたのは、まさにこの「農業革命」でした。
やがて「農業革命」は大河川の肥沃な流域に世界四大文明を発祥させる基礎にも
なりました。

　「農業革命」から「産業革命」へ

農業革命によって大河川の流域には人が定住、古代都市が誕生。
これらの都市は時代の経過と共に国家へと発展、それに見合う
技術も生まれ交易も盛んになり、資源や権力を求めての争いも
頻発。
　こうした時代的背景を伴いながら、１８世紀後半には
「産業革命｣が始まり、英国は「農業国」から「工業国」へと
姿を変え、この傾向は他のヨーロッパ諸国に波及。さらに米国へと移り、生産の
量と効率が求められる物質文明の始まりへ。
この｢産業革命」は後に「工業先進国」と「開発途上国」を生み出す結果にもなり
ました。　　　　　　　　　(２面につづきます。）

２１世紀は「環境の世紀」という表現に出会うことが多いことでしょう。
新年を迎えた機会に、人類が歩んできた途を振り返りながら「環境の世紀」
について考えてみましょう。

　　　２００７年を迎えて

３面
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(２） （３）

　 「ＩＴ革命」から「環境革命」へ
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 前記の深刻な問題点を考えるときに、従来の物の
                                     豊かさに偏った価値観の変革が叫ばれていること
　　　　　　　　　　                 は周知の通りです。
　
　　　　　　　　　　                 幸いなことに、ＩＴ革命は知的活動が価値を生む
                                     ことも実証しています。
　　　　　　　　　　                 またＩＴは、物質文明の偏った価値観を修正し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　持続性のある経済社会を築くための｢環境革命」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には有効に機能することが多くの識者から指摘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　されています。
 
　　　　　　　　　             　　　 すでに米国では、ＩＴが時間と距離の短縮を促進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　することで、インターネットのホスト数と国内総
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産あたりのエネルギー消費量の間に、左図の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ように反比例の関係が証明されています。

現   在 将 来

総人口１億２７７６万人 総人口１億人

男 女

生産年齢人口
１５－６４歳

 年少人口
１５歳未満

老年人口
６５歳以上

　 「産業革命」から「ＩＴ革命」へ

２０世紀末には､コンピューターやインターネットの普及を背景に、本格的な情報化時代が
米国から世界中に広がり、＜時間と距離の短縮＞ を基調にして、
＜生産手段と生活手段の一層の効率化＞ がグローバルな規模で普及しました。
その限りでは、「ＩＴ革命」は「産業革命」と同方向の革命といわれています。

しかし、次のように ＜ＩＴの光と影＞ を見据えなければならないことも指摘されていま
す。

光・・「ＩＴ革命」は知的活動が富の源泉となる新しい文明の出現を示唆。
　
影・・ 一方で｢産業革命」による先進工業国と開発途上国の経済格差の
　　　 拡大と同様にデジタル・デバイド（ＩＴを駆使できるか否かに
　　   よる経済格差）を内存。

　 ２１世紀の深刻な問題として、世界人口の増加、人口の高齢化、地球環境問題が浮上

　1.世界人口の増加
　　日本とは反対に世界の人口はすでに６２億人を超えて増加の一途を辿っています。
　2.人口の高齢化
　　日本をはじめ、先進国を中心に高齢化が進んでおり、経済社会の継続には、高齢者
　　も健康・仕事・生きがいの確保を通して、市場への参加が必要とされつつあります。
　
　     ［参考］日本の人口構造について・・国立社会保障・人口問題研究所による統計資料

　　　　　Ｉ　Ｔ　革　命
　　　　　　　　　　（情報化の推進）
　
　　　　環　境　革　命
　　　　　　　（経済優先から環境優先へ）

　　　高 齢 者 革 命
　　　　　　　（高齢者の能力の見直し）

　　　世界人口革命
　　　　　　　（世界人口の増加抑制）

　 環境革命へのプレリュード

  ｢環境の世紀｣へ向けて、すでに前世紀の第３四半期前後より前奏曲ともいう動きが顕著
  にみられるようになりました。
 1.環境科学からエコロジー(ecology）へ
　 1970年代までの産業型環境破壊時代の環境問題は局地的な公害であり、その解決法は
　 環境科学でした。その内容は事後対策的で根底には人間中心主義があり、自然は人間
　 により管理されているという概念に近いものでした。

　 1989年代頃より生活型環境破壊時代を迎え、人間も生態系の一部であり、すべてのも
　 のが環境の主体であり、人間が生き長らえるためには動植物との共存が不可欠であり
　 動植物と同様に無機的環境に依存しなくてはならないというエコロジー思考へと発
展。
　

 ２．環境リスク論の登場
　 環境問題は、産業活動に起因する公害から、豊かな生活に起因する複合的・広範囲な
　 生活型環境破壊に推移。
　 この広域的環境問題には温暖化・オゾン層破壊・生物種の激減・砂漠化・熱帯雨林の
　 減少などが含まれており、現在の問題であると同時に＜未来問題＞にもなっていま
す。
　 このことは、＜環境保存＞と＜生活レベル＞のバランスの問題解決が必要とされ、
　 環境リスクの削減のためには、生活の便利などをはじめとする利益(ベネフィット)を
　 どの程度容認できるかという環境リスク論が登場。
　 このリスク論は、現在の問題と同時に｢未来の環境」を見据えた生態リスクの解明を
目標としており 今後の環境政策のあり方に大きく寄与することが予測されていま
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　3.地球環境問題
　　経済の高度化に伴う人の活動は速いペースで地球環境への影響を悪化させていま
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［参考］「知」の文明に必要な革命的現象　財務省印刷局出版　「知」の文明　より引
用

　

　　　　　　 新春講演会のお知らせ

　テーマ・庭から地域へ
　　　　　　　　　花と香りのまちづくり

　講　師・世界園芸博覧会　浜名湖花博で
　　　　　庭園監修や花デザインを担当された
　　　　 塚本こなみ 氏
　　　　　　　新潟県文化財保護審議会委員
　　　　　  　浜松市都市景観審議会委員
　　　　　　　あしかがフラワーパーク園長

　
　日　時・１月２３日(火）１３時３０分
　場 　所・古河市福祉の森会館ホール
　申込 先・まちづくりネットワーク(４７－０３３３）
　　　　　 または 古河市環境部　(９２－３１１１）

　　　　　　　　　共　　　　　催
  　　　 NPO法人・まちづくりネットワーク
        古　　　　　  河　　　 　　　市
　　    古　河　市　香　 り　友　の　会

過   去

(１９６０年)

総人口９４３０万人

(２００５年) (2０５０年)
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